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研究報告

テキスト型ドイツ語データベースとデータ検索法について②

　　　　　　　　　一他形式のデータに対する応用一

轡　田 牧＊　高　瀬 誠＊＊

1　はじめに

　本プロジェクトではこれまで、Wilhelm　Dilthey著作集をOCRシステムにより読み取り、一定の書

式を持つテキスト型データベースとする作業を行い、作成されたデータから必要なデータを検索する方法

を考察してきた1。本稿では、ここで一度Dilthey著作集を離れ、同様の記述方式でありながら構造が若

干違うデータを扱い、そこから必要なデータを検索する点について考察してみる。

2　データの基本仕様

2．1　対象となるデータ

　これまでは本プロジェクトでは、Wilhelm　Dilthey著｛乍集をデータとしてきた。このデータでは原テ

キストの構成から、｛1］，［2］で述べた通り、原テキストの1ページを1レコードの単位として取扱ってき

た。同様の形式を取るものであれば、他のデータでも先の［2】で示したスクリプト等を利用して、同様の

取扱いが可能となる。

　しかし原テキストの構成上、ページ単位ではまとめられないテキストも存在する。例えば中高ドイツ語

時代に作成された数々の叙事詩がこれにあたる。こうしたテキストのデータの中には、ページ単位で取扱

う事はできず、これまで用意したスクリプトをそのままの形で利用すると、データ全体が1ページと解

釈されてしまうものもある。その場合、検索用サーバのメモリを徒に使用するばかりで、効率的な検索は

難しくなってくる。

　そこで本稿では、その様なデータも試験的に用意し、そこから必要な部分を検索・抽出するためのPerl

スクリプトを試作する事とする。試験的に用意されるデータは、Hartmannn　von　Aue作の。Der　arme

Heinrich“の本文全てとする2。

t文学部教授、E－Mail：Osamu，Kutsuwada◎gakushuin．ac．jp

†t学稠院大学非常勤溝師、E－Mail：Makoto．Takase＠gakushuin．ac．jp

1本プロジJ．クトは、計算機センター特別研究費により行なわれた。

2［10｝に基づいてデータは作成され、データ全体の行数はおよそ1550行弱となる。
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2．2　データの記述方式と構造

　検索元になるテキスト型データの記述方式と構造は、若干の点を除いて基本的な点では国とあまり変

わらない。ここではその概略を確認するに留めておく。

　　●オリジナルテキストの1行がデータの1行に相当する

　　●一行のデータは〈tab　code×text＞という形式にする

　　●データには5行毎にオリジナルテキストの行番号を付加する

　　●その際の一行のデータ形式はく行番号×tab　c。de×text＞とする

　　●＃を行頭に付加した場合はその行はコメント行とする

なお、データ内の特殊文字の記述方式は、これまでと同様にTEX並びにLArlEXのドイツ語用スタイルファ

イルgerman．styでの記述方式を基準とし、そこで定義されているもの以外についてもTEX及びLAflEX

での標準的記述方式に従う事とする。

　これにより、当該のデータはおおよそ次の様なものとなる：

Ein　ritter　s＼＾o　ge1＼＾eret　甘as

daz　er　an　den　buochen　las

swaz　er　dar　arl　geschriben　vant：

der　was　Hartman　genant，

dienstmanりas　er　zOu甘e．

er　narn　im　manige　schouwe

an　mis1＼＾｛＼i｝chen　buochen：

dar　arl　begunde　er　su。chen

ob　er　iht　des　vunde

d＼＾amite　er　sw｛＼ae｝re　stunde

m”ohte　senfter　machen，

und　von　s＼∩o　gewanten　sachen

　　　　　　　　　　　　　　　　以下省略
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3　試作スクリプトの基本仕様

　試作されるスクリプト（ここではとりあえずその名前をatsearch．plとしておく）の基本的な仕様は次

の通りとする。なお、このスクリプトは試験的なもののため、原段階ではコマンドラインからの起動のみ

を意図しているが3、将来的にCGIからの起動へも対応する事を視野に入れて設計しておく：

　●起動オプション、検索文字列、検索対象ファイルはコマンドラインから指定

　●オプションには以下のものを指定する事ができる

　　　　一一i：大文字・小文字の区別の無効化

　　　　一一h：HTMLによる太字強調（＜b＞．．．〈／b＞を利用）

　　　　一　一n：強調出力の停止

　　　一　一数字：ヒット文字列を含む行の前後n行も出力

　●検索文字列には’．．．’の様に’で括られ、Perlで利用できる正規表現が全て利用できる様にする

　●そのため複数行にわたる検索にも対応できるようにしておく

　●出力形式はGNU　grepのそれを手本としながら、それを補う形とし、以下の通りとする：

　　　一　出力形式は〈ファイル名〉〈ヒットマーク〉〈行数番号×当該行テキスト〉とする

　　　一　ヒットマークは検索文字列を含む行では：に、そうでない行は一とする

　　　一検索文字列にヒットした部分とその行数番号には、太字もしくは反転などで強調して出力す

　　　　　る事を基本とする。その表示方法は以下の通り：

　　　　　　＊オプションなし（デフォルト）ではANSIエスケープシーケンスによる反転強調

　　　　　　＊－hオプションでHTMLによる太字強調

　　　　　　＊－nオプションで強調出力の停止

　　　一　出力する各行に対して行数番号を加える事でText内の位置を明確にする

　ソースコードは付録に掲載しておく事とする。

3今囲はLinux　Slackware　3．4十PJE－O．1の1：．での動作の様rを示す事とする。しかし周知の通り、Perlスクリプトはその動

作に対して、特に計算機環境を限定するものではないので、他の計算機環境でもここで挙げるのと同様な結果を得る’鼻ができよう。
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4　動作結果

　試作したスクリプトatsearch．plと、対象テキストである。Der　arme　Heinrich“（ファイル名heinr．txt）

を利用して、幾つかの検索とその出力の実例をここで挙げる事にする。

4．1　語レベルでの検索

　まず、語形変化をしている語を正規表現で検索する事にする。ここではhelfenという語とその各変化

形を当該テキスト内から検索する。その際、検索文字列を含む行のみを出力すると、次の様な結果となる：

ノbomo！t旦k己80＿皿》．ノatsearch．P1　－n　，h（［oiao］ll9？u）1f［est］嘔n傘，　h●iT腿：・trt

heinr．七xt：　　222　d、Ae　von　muez　iu　diu　holf●　回、農｛、i｝n

hoin：．txt：　　　333　0uch　helf　i隠　8、謄●＝o　da：　diu　kint

hoin：．tエ七：　　919　dez　man　iu　80holfoロ皿aG，

hoinr．七xt：　　　935　ロ闘obte8t、葭u，　d、－u　h，lultost　mir・

h●inr，trt：　　1109　i＝　hlOulfo　do8　tages　der　t、畠ot

h●inr．txt：　　1317　8、隔o　holfg　mir　got，　8i　h、繭ant　gologon・

110inr．t翼七：　　1520　des　holfo　u恥8　got・　、鴨邑皿oロ・

これはもちろん、GNU　grepと同じく当該文字列を含む行とその前後3行を出力させる事も可能である：

！home！takase＿m＞，！atsearch．p1　－n　－3　，h（［eiao］III？u）1f［est］寧n寧，　heinr，txt

heinr。tコ【t－

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．txt：

heinr．txt－

heinr．txt－

heinr．t：t一

219　mit　deheinem　liste　eruerben，

220　ich　enlieze　iuch　niht　verderben．

221　nu　enmac　de8　1eider　niht　s＼＾｛＼i｝n：

222　d＼∩a　von　muoz　iu　diu　helfe　m＼貞｛＼i｝n

223　durch　alle　n、∩ot　8＼圃｛＼i｝n　versaget．

224　ir　m門ueset　haben　eine　maget

225　diu　vollen　manb｛＼ae｝re

（以下省略）
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4．2　複数行にまたがる検索

　　　Perlの正規表現を利用した検索が持つ大きな特徴の一つに、複数行にまたがる検索が可能であるとい

う点が挙げられる。ここで試作したatsearch．plもそれに対応している。ここではその一例として、（al）s6

…daz．．．という語句を検索してみる：

！ho皿o！taka80＿皿ノ＞

hoinr　　t麗t：

heinr　tエt：2

heinr．txt：

heinr．txt：

hoinr．tzt：

hoinr，t翼t：

heinr　t翼t：

hoiロr．t翼t：

以ド省略

ノetse旦rch，Pユ　ーn　，（el）？8、、、薗o、b　廓、ndaz，

Ein　ritter　8、繭。　go1、晶erθt賢邑8

d＆z　or　an　doa　buoch●n　la8

und　v。n　5、霞。9・u凱t・ロ8◎Ghen

daz　got●8　、繭oren　t闘oht●

212　ich　mache　iuchロユr　als、晶o　holt

213　daz　lr　皿iGh　hart●　gerne　●rnert

216　tund　u｛、＆o｝＝●　der　arzen、翻｛、

217　daz　m団　81　v●ilo　vund●

当然の事ながら、これにも前後の行を付加して出力する事もできる：

．ノat　8earch．pl

heinr　　txt：

h●inr．txt：

b●inr．txt－

hoinr．txt，

heinr．txt－

heinr．trt－

hoinr　　tx七；

hoinr　t翼t：

hoinr．txt－

heinr．txt－・

hoi口「，t二t鴨

hoi口r．t工t－

boi夏τ．txt：

hoinr　txt：

hoi夏】：．txt－

hoin『．txt一

以ド省略

塵2　　，（al）？5、、、∩o、b．申、ndez，　hoinτ．txt

Ein　】：itter　8、麟o　ge1、“eret　vas

daz　●r　an　don　bUOGhen　las

8uaz　er　dar　aロ　9●SGhriben　v皿t：

der　was　Hartman　gonant，

10　d、のa　皿ito　o「　8暫｛、ao｝re　8tu口do

11　皿1・ohto　80nftor　ロ播chon，

12und　v。n　8、『。9。uant・n　8ach・n

13　daz　gote8　、側oron　t「’ohto

ヱ4　uロd　d、∩a　皿ite　oτ　5ich　mllohte

15　g●1ioboれ　don　liuton・

210uロd　dar　zuo　vo＝sprech◎n

211　boidiu　m、隔｛、　｝ロ　silber　und　皿、ρ｛、i｝且　golt，

212　iGh　m邑Gho　iucb　ロユr　a18、“o　hoユt

213　daz　ユ＝皿iGh　herte　gerne　ernort

214　　ロユr　ロ｛Na●｝re　der　vi11●　un●rvert，

215　5Pr＆Gh　do】：皿●i8t●r　aber　d、．o：
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5　最後に

　以上見てきた通り、ここで試作されたスクリプトを利用する事により、ページ単位では区切れないテ

キスト型データについても、かなり柔軟な検索ができる事が明らかになった。ここでは例示はしなかった

が、このスクリプトでは、当該検索文字列部分とその行の行番号が強調表示される機能も付いている。今

後はCGIから利用する事もある程度視野に入れていく必要もあろう。

　今後もここで試作したスクリプトを改良していくと共に、様々なデータを用意し、柔軟なかつ多様な検

索・調査を可能にしていくことを目指していきたい。
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付録．試作スクリプトソースリスト

以下に挙げるソースーリストは、本プロジェクトにおいて試作したPerlによるスクリプトである。仕

様については、3を参照されたい4。

1
2
3
4
5
6
7
8

9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

　
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

＃！！usコ「ノbin／jp●＝1

＃

＃　　　　　　Y●t　another　Tert　s●arch　SGript　Ver．0．1

＃　　　　　　　　　　　　　Copyright　（C）　「『ムKASE　Hakote，　1997・

＃

＃　useage：　．ノ邑tsearch．pl　《Options》　，くRegerp》，　くFilo5．．》

8

BEGIN｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8＃＃初期設定●＃＃

　　　（SPr邑oCo己●，　3Po8tCodo）　　　　　　　　　草　（閃、o、［7m’㌧　，へo、［m鱒）；

　　　（SCheckPraeCed●，＄Ch●ckP。8tC。d。）冨（”、a”，’へ♂’）；

　　　（STrue，　tFalse）　＝（1，0）；

　　　S：gnereUpcaseModo　＝　tFals●i

｝

＄BufferSiz●

SHaltBufterSiz●

30utBuffoτSizo

＄Outpu七Lino

3Au8gabo

3Hit

＄PraeOn

3Po8切n

3露Pr己eOutButter

S・Pe8tOutBuff●r

3HitL邑5t

錦orkedLino

＝50；

＝　SBu」「f●rSize！2；

呂0；

冨II「1 G

＝SFalse；

昌SFalse；

昌8True；

冨＄False；

＝－
煤
G

；，t；

＝o；

冨o；

vhilo（oARGV〔o］旨層1晶、－1）｛　　　　　＃＃8パラメータll’Ul｝＃8＃

　　　3Para皿冨8hift（Q瓦RGV）；

　　　if　（SParam　eg　lLi”）｛　　　　　　　　　　　　　　謬　Ignore　Upca30　Modo

　　　　　　　31gnoreUpca8eMod●＝＄True；

　　　｝　ol8if　（SPar員ロ　●q　「，－h閃）｛　　　　　　　診　HTML　Outpu七

　　　　　　　（SPraeCod●，　3Po8tCod●｝雷（，《b》，，　，＜1b＞，）；

　　　｝　015if　（SPa】r創皿oq　I1－n「1）｛　　　　　　8　腫or皿a1　0utput

　　　　　　　（＄PraeCede，　■Po5tCod6）冨（，，，　，，）；

　　　｝　01sif　（＄Param　＝一　ノ、一（［O－9】．寧）ノ）｛

　　　　　　　SOutBufferSize　；　31；　　　　　　　継　li∫1受　n　it出〃

　　　｝　eユ3■　｛dig　「，P己ran●ter　Errer聖19｝

｝

（SRegexp，　OFiles》雷　OAR6V；

OARGV　魯　OFilo83

4このスクリプトは、今なお試作段階のものであり、完全な動作テストを行っていない。スクリプトの著作権はソースの先頭に示し

　た通り、原著作者である高瀬　誠（Makoto．Takase◎gakushuin．ac．jp｝に有るものとする。各スクリプトは再利川・改変等を

　自由に行なう事ができるが、このスクリプトより生じたいかなる損害に対しても凍著作者は責任を負わない。改変に際しては、ス

　クリプト内の著作者表示び）部分は消去せずに改変者の名前及び変史日付を追加していく事。

　なお、各スクリプトのバグなどについては、原著；作者へ連絡されたい。
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娼
鱒
鴨
鱒
肝
娼
舶
・
。
駆
5
2
5
3
晩
5
5
5
6
印
5
8
5
9
6
。
α
6
2
6
3
磁
6
5
6
6
位
6
8
6
9
η
η
η
η
四
鴨
鴨
π
鴨
η
8
。
鋭
8
2
8
3
糾
8
5
8
6
帥
8
8
8
9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＃”　tuain　　8麟8　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　，

　foreach　3Filo四皿o　（OFilo8》｛

　　　　　　　　STe；tm…’；　3i．0；　＄＃LineNums＝O；　3Li旦●四〇冒O；

　　　　　　　　OP●n（IN，　8FiloNo皿o）；

　　　　　　　　vhile（く1四》）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　U』墜1088　（！・＃！）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if　（8i◇寺　く　SButf●rSize－1）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1《ddDete；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕊f　　（oof（1四））｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if　（＆Seerch）｛＆Ou七putData；｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝018●｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糞AddD＆七a；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if（＆S町・h）｛＆0・tp・tD・ta；｝．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ODataJt　目　split（！、n！，　ST●：t）i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ODat邑】【　＝　8pliGO（ODotaX，　SHelfBuff●rSize）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tText　　＝　8P＝intf（”Zs、n「’，　join（’ヘガ’，　eDnta】【））；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OLiロoNu皿8　ロ　5plice（OLineNu皿8，　SHalfButt●rSize）…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8i　冒　＄HaltBuf」「erSizo；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　｝

　　　　　　　　0108。（IN）；

｝

8ub　Search｛　　　　　　　　　　　　　　　　　＃＃＃文字列検～最ルーチン＃＃＃

　　　　　　　　if　（SlgnoreUpcaseMode）｛

　　　　　　　　　　　　　　　SReturnCod●目（3T●ヱt　”専　8ノ（8R●9●xp）ノSCheckPra●Cod●318Ch●cヒPo8tCod●ノig）；

　　　　　　　　｝●15●｛

　　　　　　　　　　　　　　　8R●turnCod●＝（8τ●xt　瑠卿　8！（SRogerp）ノ3ChOGkP＝a●Cod●SISCheckPostCode／9）：

　　　　　　　　｝

　　　　　　　　if　（3R●turnCede　》　O）｛蔀ReturnCede冨1｝；

　　　　　　　　SReturnCede；

｝

8ub　AddData｛　　　　　　　　　　　　　　　＃＃＃データ読込ルーチン＃＃＃

　　　　　　　　口y（3丁皿pT●xt，　SLine】【，　STmpLin●No）；

　　　　　　　　SLineX＝SLineNe；

　　　　　　　　（STinpLin●Ne，　STtapTe：t）　專　！（、u■）、七（［、v、W］章）ノ；

　　　　　　　　if　　（＄TtapLinoNo　●q　 l日巳 j｛

　　　　　　　　　　　　　　　3Li漉oNo　胃　＄Lin●翼　＋　1；

　　　　　　　　｝018if　（STtapLineNo　＝．　！［己一z］ノ）｛

　　　　　　　　　　　　　　　if　（SLineX　昌．ノ［a－z］3！）｛GhOP（SLinoX）；｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　SLineNe　昌　SLineX　．　STmpLin●No；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　｝else｛

　　　　　　　　　　　　　　　SLin●四〇　；　STmpLin●No；

　　　　　　　｝

　　　　　　　＄To．xt　．蓄　＄TmpTeコ【t；

　　　　　　　PU8h（OLi塊oNu皿8，　＄Liロ●No）；

｝
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テキスト型ドイツ語データベースとデータ検索法について②

sub　OutputData｛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＃＃＃　出ノ」ルーチン　＃＃＃、

　　　　　　　　皿y（eLnr血P，　OTextDat）；

　　　　　　　　OTextDat　電　split（1、n！，　STert）；

　　　　　　　　OLnTmp　冨　OLi“●闘u皿8；　3Liロ9　冨　shift（OLntbP）；

　　　　　　　　for●亀ch　3Liロ●Det　（OToxtDa七）｛

　　　　　　　　　　　　　　　＄Lin●Dat　冨御　5！SChec）tPraeCedeSCheckPraeCede！！g；

　　　　　　　　　　　　　　　零Lin●D畳七　3．　3ノき価●ckPestCod●3働ockPo8tCo己oノノ8；

　　　　　　　　　　　　　　　SLin●　冨　shift（OlnT皿P）；

　　　　　　　　　　　　　　　it　（＄OutBuff●rSize　》　0）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆SetupDat旦；

　　　　　　　　　　　　　　　｝015●｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　if　（（3Lin●Dat　nρ！SCheckPr邑●Cod●！）　II　SHit）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿1●88　（SHit）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30utpu七Line　．冨　sprintf（1‘髭8：　XsXssXs、tXsXs、nlt，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄FiloName，　SCh●ckPra●Cod●，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8Li島●，　＄Cb●ckPo8tCod●，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SLin●Dat，　＄Ch●ckPostCod●）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝●18●｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30utpuセLiΩ●　・3　sprintt⊂°°Xs；　覧8×58、tX5覧8、n胸，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SPil●四旦皿o，　SCh●ckPraeCod●，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3Lin◎，　参LineDat，　SCheckPostCod●）i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●Hit窟ST＝uo；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　it　（8Liロ●Dat　＝，ノSCheckPestCode！）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SHitas＄Fal5●；　SOutputR●ady＝STruo；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　it　（＄Outpu七Ro＆dy）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOutputLine　冨響　3／SCheckPostCode／3Po8tCodo／g；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄OutputLine　ロ噌　5／3ChockPτ旦oCod●ノSPraeCode／g；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　printt（・’Xs－一、n「㌧　SOutputLi轟●）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eOutputR●ady＝●Faユs●；　30utputLino塁旧1；

　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　｝

｝
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8ub　SetupData｛　　　　　　　　　　　　　　　儲”整形ルーチン翻”

　　　　　　　　if　（（專LinoDat　冨冒！tCheckPraeCedeノ）　ll　8Hit）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　if　（3”Pr己eOutBuffer　》呂　0）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄OutputLi驕o　膠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8printf（帥Xs、鳥‘’，　join（’へn岡，　ePreeOutBufter））；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S＃PreeOutBuffer＝－1‘

　　　　　　　　　　　　　　　　｝　018if　（＄＃PestOutBuffer　》弓　0）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30u七putLino　．＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sprintf（”r，s、n”，　joi罰（”、n騨，　ePestOutButfer））；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄＃PostOutBuffe＝ロー1；　3PoβtOn冨3Fa18e3

　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　unユ088　（8Hit）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Ou七putLi漉o　．震　sprintf（，’Xs：　XsY，5sXs、tXsXs、nl，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8Fi1●Na口o，　8ChOGkP＝“oCodo，　SLine，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ChockPo8tCodo　9　8LinoDat，　8ChockPo8tCodo）；

　　　　　　　　　　　　　　　　｝0180｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30utputLino　．唱　sprintf（「，Xs：　瓢8％58瓢5、tXsXsXs、nl㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8Filo闘創皿o，　3ChockPra●Code，　3Lino，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8ChOGkPo8tCodo，　3CheckP1「墨oCodo，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雷LinoDat，　3ChgckPo8tCode）≡

　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　3Hit88TnLe；　SPreeOn＝SFalse；

　　　　　　　　　　　　　　　　if　（8Lin●Dat　雷918ChockPo8tCod●！）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3Hit＝3Fa180；　SPostOn＝3True；　参HitLast　＝　8Lino；．

　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　｝　015if　　（SPraeOn）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　if　（■＃PreeOu七Buffor　》＝　30utBuff●rSizo－1）｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　shift（OPraeOutBuffer）；

　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　　　　　　　　　pu8h（OPraθOu七Buffor，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sprintf（”Xs－　Xss、tXs”，　3FiloN創咀o，　＄Lin●，　3Li島●D邑t》）；

　　　　　　　　｝　●18if　（8Po8tOロ　＆＆　（3WerkedLin●　く　3Lin●）　＆＆　（SLine　》　3Hi七La5t））｛

　　　　　　　　　　　　　　　　pu8h（OPestOutButfer，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sprintf（，iXs－　Xss、七Xsl，，　3FiloN岨●，　8Lino，　＄LinoDet））；

　　　　　　　　　　　　　　　　SWerkedLine　冨　3LinO；

　　　　　　　　　　　　　　　　it　（（S＃PostOutButfer　旨塁　SOutBuft●rSize－1）＆＆（SVerkedLine　》　●HitL58t））｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30utputLiロo　．tS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sprintf（”Xs、n”，　joニロ（’へn’㌧　ePestOutBuffer｝）；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S＃PostOutBuffe＝＝－1；80utputRo邑dy冨3T】：ue；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄PestOn＝8Fa18e；SPraeOn＝＄True；

　　　　　　　　　　　　　　　　｝

　　　　　　　　｝

　　　　　　　　if　（eot（1四）　＆盈　（30utpu七Lino　ロ●　1°ll））｛30u七putRoady　魯　3TrueE｝

｝
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